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彦根市立病院 地域医療連携室
業務時間：月～金曜日：午前８時３０分～午後７時（但し木曜日は１７時１５分）土曜日：午前９時～午後１２時３０分
連絡先：地域医療連携室 TEL０７４９－２２－６０５３(直通） FAX：０７４９－２２－６０９３

早いもので、当院が地域支援病院を取得して2年が経ちます。当院の目標で
ある「住みなれた地域で健康を支え安心とぬくもりのある病院」として、その
役割を果たしているでしょうか。少子高齢化が進む住みなれた地域で、患者さ
んに「安心とぬくもり」を感じていただける医療を実践していくには、病院の
みでは完結できず、地域との多職種連携が必要となってきます。
平成31年4月から、地域連携センター長として、前地域連携センター副参事

兼看護副部長の北川 智美を新たに任命いたしました。これまで院内の組織マ
ネジメント力の強化と地域医療連携の実践者として、早くから関わってきた人
材です。今後、湖東医療圏域で満足していただける最良の医療を実践すべく、
地域連携センターを窓口に展開していきたいと考えています。どうぞよろしく
お願いいたします。

北川智美 きたがわ ともみ

このたび、地域連携センター長を拝命いたしました。地域の強い医療連携のために
尽力する所存でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

彦根市立病院就職 看護科長、看護副部長を務める
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特定看護師：創傷管理関連分野



地域医療連携室では、湖東医療圏の中核病院として一貫した医療を患者さんへ提供
できるよう、地域の各関係機関との連携強化に努めています。
医療機器共同利用とは、地域医療機関の先生方から、『検査のみ』を必要とする患

者さんをご紹介いただき、検査が終了した時点で患者さんをお返しするシステムで
す。

骨密度の評価が同
じぐらい低くても

ＴＢは
違う評価！

共同利用検査項目 日時 概算（3割負担の場合）

CT  （造影あり）
（造影なし）

月～金曜日 （4名/日）
¥9,410円＊
¥6,010円

MR （造影あり）
（造影なし）

MRA

MR・MRA（造影なし）

火～金曜日 （4名/日）
月曜日のみ （3名/日）

土曜日、頭部・脊椎・骨盤
単純のみ

（5名/日）

¥10,040円＊
¥7,300円
¥7,300円

¥7,300円

単純撮影 月～金曜日 時間内 ¥2,230円

骨塩定量検査 火・金曜日（2名/日）
月・水・木曜日（1名/日）

¥2,950円

超音波検査（腹部・頸部） 水曜日 （1名/日） ¥3,190円

胃内視鏡検査（経鼻・経口） 月～金曜日 （2名/日） ¥5,100円

大腸検査（内視鏡） 月～金曜日 （1名/日） ¥6,960円

心臓CT（診察必須） 月～金曜日 （4名/日） ¥9,410円＊

マンモグラフィー 月・水・金曜日 （1名/日） ¥3,280円

核医学（RI） その都度確認 ¥22,210円＊

大腸検査（内視鏡）、心臓CTの検査依頼につ

いては、当該科外来へ受診後、検査を受けて
いただきます。

紹介元医療機関 患者さん 地域医療連携室

1.電話またはFAXでご依頼く
ださい。

2.診療検査申込票を当院へ
FAXしてください。

3.予約通知票、必要書類を
FAXいたします。

4.患者さんへ各検査必要書
類をお渡しください。

◆予約から受診の流れ

◆検査当日
1.予約通知票
2.同意書（必要時）
3.診療情報提供書
4.健康保険証
5.診察券（お持ちの方のみ）
をお持ちいただき、紹介患
者窓口③までお越しください。

6.放射線科にて診察後検査を
行います。

読影結果は、１週間前後
で、紹介医さまへFAX・

ご郵送させていただきま
す。

検査結果の説明は、紹介
元の先生からお願いいた
します。

・いずれも、初診料（282点）・診療情報提供料Ⅰ（250点）
を
含みます。
・＊印は、造影剤の種類や量によって金額が増減します。



◆地域連携センターが評価された点

今後とも、地域の皆さんに、必要とされる病院を目指して参ります。

地域連携部門、

病院機能評価 評価をいただきました

彦根市立病院は、医療の質の向上および患者さまへのサービス改善を
念頭に、昨年の10月に日本医療機能評価機構による病院機能評価を受審
し、平成31年2月1日付けで『機能種別評価一般病院（3rdG:Ver2.0)』に
認定を受けました。
当院は、平成15年に初めて認定を受け、今回で3回目の更新です。

病院機能評価とは
公益財団法人日本医療機能評価機構による

全国の医療機関を対象とした第三者評価です。
組織全体の運営管理・医療について、日本医
療機能評価機構が中立的に、科学的、専門的
な見地から評価を行います。
その結果、病院の質改善活動について問題点を指摘し、ま

た一定の努力が認められる病院について、認定証が発行され
るものです。

評価は「患者中心の医療の推進」「良質な医療の実践1」「良質な医療の実践2」「理念達成
に向けた組織運営」の領域に分かれています。サーベイヤー（審査員）による書類審査と症例
の流れを審査するケアプロセス調査などが行われ、89項目にそれぞれ4段階（S・A・B・C）の
評価がされます。
その中で、当院は前号でお知らせした「栄養部門：栄養管理機能を適切に発揮している」と、
「地域連携部門：地域の医療機能・医療ニーズを把握し、他の医療関連施設等と適切に連携し
ている」の2項目でS評価（秀でている）をいただきました。

地域医療連携室では専従の事務職員と看護
師を配置し「迅速な対応、地域への信頼！」
をモットーに、日々、湖東保健医療圏を中心
に患者の受け入れをしています。
当該医療圏4病院による会議を毎週開催し、

患者の情報共有、医療・看護のサポートを
行っています。このことにより、病床機能分
化が強く言われる今日、4つの病院の役割分担
が確立され、高度急性期の患者さんは当院へ、
急性期治療が必要ではない患者さんは、他の
病院へ転院していただくなど、地域の医療施
設との連携や協力を高く評価していただきま
した。



当院の状況

当院では、開放型病床を5床運営しています。
4月以降、10名の先生にご利用いただいている状況です。100％運営をしています。

開放型病床のメリット

 かかりつけ医も患者さんの担当として、開放型病床に入院された患者さんを訪問し、当院の
医師と一緒に診察します。

 患者様は、入院中も、普段から診察してもらっているかかりつけ医の顔を見ることができる
ので安心です。

 患者様の状態を良く把握しているかかりつけ医のご意見は、診療の大きな力になります。
 かかりつけ医が患者さんの入院中の経過を把握できるので、退院後も安心して継続した診療
を受けていただくことができます。

実際の状況

先生が開放型
病床に来院さ
れると、在宅
診療科の医師
から患者さん
の状態を聞か
れます。

患者さんの病室を訪
問し、主治医や病棟
看護師から患者さん
の状態を聞きます。

患者さんの、心臓カテーテル中、
当院の循環器内科の医師から説明
を聞かれます。

院内デイサービスに
もお顔を見に行かれ
ます。 ラウンド後に、記録を書い

ていただき、情報交換をさ
せていただきます。

開放型病床に来ていただいた先生方には、医師・看護師・コメディカルなど皆で対応させていただきます。
かかりつけ医の先生方とともに患者さんを診ていきたいと思います。是非、患者さんをご紹介していただき、先生方
のご来院をお待ちしています。

①情報確認 ②患者訪問・診察

③記録


